
 

 

 

 

■ 安全活動事例発表会を開催 

安全衛生部会は 11 月 25 日、15 社 22 名の会場参加者と 4 社 26 名の Web 参加者の計 48

名の参加をいただき安全活動事例発表会を開催しました。 

 今年度は、(株)今仙電機製作所栃木テクニカルセンターの山本幸宏さん、有安さんによる安全衛

生活動事例発表、真岡労働基準監督署の大貫重範署長による安全衛生講習会と(株)ホンダロジステ

ィクスの吉田憲史さんによる全国安全衛生大会参加報告です。 

 主催者の山田将之部会長は「新型コロナウイルス感染症により例年開催の事業の中止や保留の中、

コロナ対策と活動の両立を検討した結果、本日の開催方法となりました。この事業は、先進的な安

全衛生活動に取り組む会員企業の事例を多くの会員企業の皆様にご紹介することで、より安全で働

きやすい環境の整備に役立てていただくことを目的に開催しています。本日の取組事例等を参考に、

各企業様も安全衛生活動の推進に役立てていただきたいと思います」などと挨拶しました。 

 1939年創業の(株)今仙電機製作様は、自動車・福祉・画像・航

空技術事業をグループ会社で展開している中、栃木テクニカルセ

ンターでは自動車シートデバイス、２・４輪車の電装品などの開発

設計業務を担っています。 

社員全員参加によるリスクのない職場づくりを目指して安全衛

生活動に取り組んでいますが、2017～19 年合計の労災発生件数

は 20件、内７件は「はさまれ・巻き込まれ」で一番多く、また 13

件が非定常作業時（段取替え、保全他）に発生している状況のため、作業・設備、化学物質のリス

クアセスメントと災害発生プロセス分析により災害の発生防止に努めています。 

 更には健康な職場づくりを目指して、熱中症対策、コロナ対策、金属アーク溶接作業の特定化学

物質障害予防規則改正対応などにも取り組んでいるとのことでした。 

 真岡労働基準監督署長による安全衛生講習会では「労働災害防

止対策強化運動 2020!!」を実施中で、安全第一の到達点である「リ

スクゼロ」「重大災害ゼロ」の２つのゼロ達成のため「はさまれ・

巻き込まれ災害防止キャンペーン」の取組を強化しています。管

内での昨年の死亡労働災害２人は、ともに「はさまれ」災害で、防

止には「機械設備の安全装置（カバー・覆い）の確保」「安全な作

業手順の順守」の定着化を図ることと説明していただきました。 

また、全国の 60 歳以上の雇用者数は過去 10 年間で１．5 倍に増えており、労働災害のうち

60歳以上の労働者が占める割合は昨年 27％で、発生率、重症化率とも若年層に比べ高いため「働

く高齢者の特性に応じた職場づくりを進めましょう」と話されていました。 

 昨年の全国安全衛生大会に参加された(株)ホンダロジスティクス様から出席した分科会の概要
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報告と「現場にカメラ、タブレットなどＩＴツールの導入が進んでおり、安全活動においても効果

的な取組である。また、安全を確保するためには一人ひとりが安全に対するアイデアを出し合い危

険予知・改善意識の向上につながる取組が重要で、紙面ベースから実作業の動画を用いた KYT 教

育は有効と感じた」と感想も述べていただきました。 

■ 初級管理者セミナーを開催 

 総務企画部会主催の初級管理者セミナーを 11月 11日、 

半日コースで開催しました。 

『部下をやる気にさせる上司力向上』をテーマとしたセミナ

ーに８社から課長などの管理職 15名が受講しました。 

セミナーでは、リーダーとしての役割、プロセスマネジメン

トの理解、タイプ別応対話法、スタイルに合わせた対応など、

討議実習を含め様々な視点から気づきを促しました。 

 受講後のアンケートには「コンセンサスの重要性を学んだ」

「人のタイプによって対応の仕方を変えてコミュニケーション

を大切にしたい」「部下に対して説得ではなく、納得してもらう

指導の実践」などの気づきや決意が記述されていました。 

このセミナーを機会に、部下に頼られ、上司に信頼される管理者へと成長され、益々ご活躍され

ることを願っています。（１日コースでの開催を望む声もありましたので来年度までに検討します） 

■ 環境整備部会がパンジー植付け 

11月 12日開催した第２回環境整備部会に、11社から 11

名のメンバーのご出席をいただきました。 

 開会にあたり木村隆広部会長は「コロナ禍の中、花を見て少

しでも安らぎを感じていただけるよう花植えにご参加いただ

きありがとうございます。また、今後とも部会活動に対し皆様

のご協力をよろしくお願いします」と挨拶しました。 

事務局から今後予定される各部会の事業日程を説明して参加協力をお願いするとともに、次回の

部会を３月４日(木)に開催することを決定しました。 

会議後、ひばりが丘公園の花壇にパンジーの苗を植

えましたが、黄色やピンクなど可憐なパンジーの花

は、寒さ厳しくなるこれからの時季に来園者の目を楽

しませてくれることと思います。また、正副部会長と

事務局長は工業団地の外周道路を中心に環境パトロ

ールを実施しましたが、概ね良好な管理状況となって

いることを確認し

ました。なお、一部

雑草が伸びている

箇所は火災シーズ

ン前に対応をお願

いします。 

【１２月の予定 】 

 ８日 安全運転講習会 

１１日～３１日 交通安全県民総ぐるみ運動 

１７日 第３回普通救命講習会 

１８日 第２回役員会 

２3日 資源ごみ回収日 

２８日 仕事納め 

【１１月の実績 】 

１１日 初級管理者セミナー 

１２日 第２回環境整備部会 

２５日 資源ごみ回収日 

２５日 安全活動事例発表会 

≪ 芳工連日誌 ≫ 

※ 管理センターは 12/28（月）～1/4（月）

年末年始の休館日となります。 ２ 


